
対象者
(研修生)

親元就農者や就農希望者等満16歳以上かつ60歳未満の者
ただし、研修中は傷害保険等に加入して下さい。

対象
期間

１ヵ月(20日(160時間))以上～６か月(120日(960時間))以下
日数の連続性は問わない
ただし、１日の研修時間は、原則８時間とするが、状況に応じて半日(４時間)も対
象とし、１週間あたり40時間を超えない範囲で実施。

認定研修機関が認めた農家(追加認定は認定研修機関と相談)

又は、認定農業者等一定の基準※2を満たす農家【県認定枠】
ただし、以下①～③を順守してください。
①受入農家が研修生の親族(三親等以内の者)ではない
②受入農家と研修生が過去に雇用契約を結んでいない
③受入農家と研修生が覚書を締結するなど、双方の合意に基づく研修であること

受入
農家

支援
内容

実績(時間)に応じ、受入農家に対して研修生１名当たり２万円/月を交付
※研修生の参加費等は自己負担です。

＜受入農家への交付額の例＞
例１)１日５時間の研修を40日(４月:20日、８月:20日)実施した場合

研修時間:5h×40日＝200h ⇒交付額２万円/人(１か月(160h)以上、２か月(320h)未満)

例２)１日４時間の研修を80日(５～８月:各20日)、１日８時間の研修を１日(９月:１日)実施した場合
研修時間:4h×80日+8h×1日⇒328h ⇒交付額４万円/人(２か月(320h)以上、３か月(480h)未満)

例３）１日４時間を30日(４月:10日、５月:10日、８月:10日)実施した場合
研修時間:4h×30日=120h ⇒交付額０円/人(１か月(160h)未満)

○熊本県では、高校卒業後等に即就農する親元就農者や新たな就農希望者が実践的
な技術習得(新たな品目、スマート技術、有機農業、加工技術等)の機会を得られる

「中期的な農家派遣研修」を実施し、更なる経営発展を支援

○詳細は熊本県担い手支援課又は最寄りの認定研修機関※1にお尋ねください。

実施期間:令和７年７月～３月末(随時相談対応します！)

※1 新規就農者等を育成する機関で、ＪＡや一部市町村が事務局となっています。

※2 指導農業士や法人役員、地域水準以上の単収技術等を基準とし、地域(各農業普及・振興課)の意見により判断

新たな挑戦を応援！

農業中期研修の実施
(概ね1～6か月)

〇熊本県担い手支援課
〒862-8570 
熊本市中央区水前寺6-18-1(本館８階)

TEL:096-333-2382 FAX:096-382-6934

お問い合わせ先

〇認定研修機関
広域型（九州ｴｺﾌｧｰﾏｰｽﾞｾﾝﾀｰ、

熊本県有機農業研究会）
地域型（各ＪＡ、市町村等）
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認定研修機関



活用の流れと活用事例
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新たな挑戦を応援します！

②研修希望先の農家や品目等を検討
し、認定研修機関での研修が可能
かどうか確認して下さい。

※現状で受入農家として認定されていな
い場合、認定研修機関との相談が必要

③研修実施に関する審査(書類・面接
等)を実施する場合があります。

④研修生⇔受入農家で相談し、当日の時間や持ち物などの詳細を決定して下さい。
研修期間中のけが等に備えて、必ず保険等に加入して下さい。

⑤研修期間中は、受入農家の指示に従って研修を行って下さい。

⑥研修終了後10日以内に、報告書(研修日数、時間等を記載)を
研修実施機関(認定研修機関又は県担い手支援課)へご提出下さい。

⑦終了後、実績(時間)に応じて受入農家に対して助成金を交付します。

①要件等をよく読み、不明な場合は希望日の1 か月前までに、担い
手支援課又は地域の認定研修機関に確認してください。
ただし、要望調査結果次第で意向に沿えない場合がありますので、予め
了承下さい。

②研修希望先の農家と相談し、研修計画
を作成の上、県担い手支援課に申込

※要望調査時期に申込み下さい。また、予算
の都合上実施できない場合もあります。

③研修実施に関する審査(書類・面接等)
を受けた後、申請書を提出して下さい。

活用の流れ

認定研修機関(JA等)で研修を希望 認定研修機関以外(=県認定枠)での研修を希望

戦略品目の拡大
今のままだと将来不安…
友達の親から習おう！

水稲＋ぶどう

研
修

新たな挑戦
農業未経験から

１人前の農家になりたい！

果樹農家に

研
修

販売戦略に挑戦
加工技術を身に付けて、
経営を発展させたい！

加工販売

研
修

有機の技術習得
有機農業を取り入れて
経営を発展させたい！

研
修

有機農業

スマート技術習得
ICTやスマート農業実践
技術を取り入れたい！

研
修

ｽﾏｰﾄ技術

主な活用事例
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